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内容の要旨および審査の結果の要旨

従来，腫瘍増殖活性の指標としては，Ｓ期細胞比率が最も良く用いられてきた。しかし，癌細胞では，

DNA合成時間が延長していることが報告されており，Ｓ期細胞比率が正確に腫瘍の増殖能を表現してい

るかどうかはいまだ明かではない。また，癌細胞におけるDNA合成時間に関して多症例を用いた詳細な

研究はみられない。そこで，本研究では，フローサイトメトリーを用いた移動追跡法という新しい細胞動

態解析法にて癌組織の詳細な細胞動態解析を行った。まず，癌細胞におけるDNA合成時間の延長と関連

を有する因子，癌の増殖活性を最も良く表現する因子の解析を行った。次いで，その因子と臨床病理学的

因子・予後との関連を検討し，その臨床的意義について検討を加えた。さらに，生検材料を用いてその予

測の可能性を検討した。得られた結果は以下のごとく要約される。

１．胃癌におけるDNA合成時間は，正常胃粘膜に比し延長しており，特にＳ期細胞比率が高値を示す例

やDNA異数倍体腫瘍では顕著であった。DNA合成時間は，Ｓ期細胞比率，DNA指標と相関しており，

重回帰分析の結果，腫瘍増殖能の最も優れた指標が，Ｓ期細胞比率とDNA指標の比であることが明か

となった。

２．臨床病理学的因子との関連において，Ｓ期細胞比率とDNA指標の比は，肝転移・リンパ節転移など

と強い相関が認められ，比例ハザードモデルによる多変量解析の結果，この因子は，独立した予後規定

因子であり，その重みが肝転移をも凌ぐことが明かとなった。

３．生検材料を用いた検討では，生体内での成績とよく一致した結果が得られ，Ｓ期細胞比率とDNA指

標の比が生体外において予測可能であることが示された。

以上より，腫瘍増殖率が転移と密接に関連し，癌の悪性度を最もよく反映する因子であることが推察さ

れた。生検材料からの推測が可能であることより，胃癌治療における－指標として臨床応用の可能性も示

唆され，有用な論文であると認められた。
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